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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文はフランクフルト学派第一世代の代表的な論客として知られるテオドール・W・アドルノの思想について、
「自然史」という理念を柱の一つにして、哲学的あるいは社会学的な読解を試みたものである。冒頭の章と最後の章
でこの「自然史」という理念をそれぞれ別の角度から論じて、本論文の全体的な枠組みを明らかにし、その間におか
れた各章で、さまざまな哲学者・文学者にかんするアドルノ自身の批判的論考、さらにアドルノ/ホルクハイマーの共
著『啓蒙の弁証法』における「反ユダヤ主義」論を考察しながら、その理念の実質的な意味を分析している。 
 アドルノ論を展開するさいに申請者は、アドルノの原テキストそのものを徹底して追跡していくという手法をとっ
ている。特に印象深いのは、冒頭章の「自然史の理念」をめぐる部分である。アドルノのこの論文は、今日では「哲
学のアクチュアリティ」とともにアドルノの思想的なエッセンスを語った初期の重要文献であることが認められてい
たが、『アドルノ全集』が出るまでは眼にされることがなく、日本では邦訳が出るまで取り上げられたことがなかっ
た。自然史という理念は「つねに新しいものの生起によって特徴づけられる人間の歴史的世界と、太古からそこにあ
る反復する神話的な自然の世界とが、分かちがたく絡まりあっていることを、自然を歴史として、歴史を自然として
把握するという方法で示そうとしたもの」だが、冒頭章と最終章での整理の行き届いた明快かつ精密な解釈は、アド
ルノの思想全体におけるその意義を明らかにした点でも優れている。またこの理念にはアドルノがヴァルター・ベン
ヤミンから受けた影響の跡が現れたものでもあるが、本論文は、「ベンヤミンの誰よりも忠実な弟子」としてアドル
ノから何を学び、どのようにそれを自家薬籠中のものにしたのかが浮き彫りにされていて、その点でも学ぶところが
多い。フッサール、カント、ハイデガー、ハイネなどにかんするアドルノの批評・批判を扱った章では、アドルノの
論考を丹念に追うだけではなく、そこで取り上げられた哲学者・文学者の思想的内実についても申請者に深い造詣が
あることを示している。『啓蒙の弁証法』にかんする解釈で目に止まるのは、同書のなかではこれまであまり取り上
げられることのなかった「反ユダヤ主義」の章を取り上げ、その丁寧な読解から、ミメーシスやイデオジンクラシー
といった同書の基礎概念を照射する試みが行われていることである。 
 本論文を通読して受ける印象は、アドルノを解釈していくさいの申請者の視点と問題意識とにブレのない一貫性を
誇っている点、しかもそれらに著者なりの優れたオリジナリティを見てとることができる点である。オリジナリティ
といっても、アドルノ解釈において特異な見解だというのではない。たとえばベンヤミンとアドルノとの関係を重視
していく解釈などは、アドルノ像を深めていく上で、ここしばらくの研究状況では研究者の問で比較的注目されてき
た論点である。そうした流れに棹さしながらも、しかし著者固有の解釈、読解の手法になっている点（たとえば「自
然史の理念」にこれだけ着目した所は著者固有のものである）で、オリジナルといえる。 
 こうした学術論文としての独創性に優れている点でも、同論文が博士（人間科学）を授与するに十分のものと判断
した次第である。 
